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電気配線工事を実施したときは、ボルト増し締めの確認をお願いします！
高田事業所 甲野　浩

電灯分電盤内の低圧ブレーカー増設時などの電気
配線工事を実施したときは、接続部の増し締めの確
認の重要性を痛感した事例を紹介します。

〔状況〕
２月中旬の午前10時20分に、小学校のお客さまか

ら「給食室内の増設したコンセントに調理器具のコ
ンセントを差したが使用できないため、調理ができ
なくて困っているので調査してほしい」と電気事故
受付センターに連絡があり出動しました。

〔調査〕
40分後に到着し、教頭先生に給食室に案内してい

ただき調査を開始しました。最近増設したというコ
ンセントが使用できないとのことから、そのコンセ
ントをテスターで電圧を測定すると、60ボルトと電
気機器の使用電圧に達していませんでした。

〔原因〕
給食室外に移動し、増設コンセントを供給してい

る電灯分電盤内（L-1-A）の増設分岐30アンペアブ
レーカーの電源側の接続部３か所（図参照）を点検
すると、工事完了の際に実施する締め付け確認のた
めの合いマーク※の表示があるにもかかわらず、緩
く完全に締まっていない状態でした。締め付けが緩
いと電流と電圧がスムーズに流れないため、適正電
圧100ボルトが出力しなかったのが原因と判明しま
した。工事を実施したときに、接続部の増し締めの
最終確認が漏れたものと思われます。
※合いマーク：�締付け部位の緩みを目視確認するために付ける印のこと

〔復旧〕
お客さまに原因を説明し、同じく増設した主幹ブ

レーカーを開放して電源側の接続部３か所（図参照）
をドライバーで締め付けました。主幹ブレーカーを
投入し、該当ブレーカーの負荷側で電圧を測定して
105ボルトを確認するとともに、お客さまに調理器
具が使用できることを確認していただき、約１時間
後に復旧しました。

〔お客さまの声〕
「連絡をしたところすぐに来て対応していただき、

お昼の給食に間に合って大変助かった」と感謝の言
葉をいただきました。

〔まとめ〕
電気配線の接続部が完全に締め付けされていない

と、適正電圧が出力されません。電気配線同士の接
触面積が少ないと電気抵抗が増大して発熱の原因に
もなります。これからも電気配線のボルトの緩みを
見逃さないように普段の点検を行っていきたいと思
います。また、低圧の電気設備の改修工事を行う場
合も、事前にご連絡をいただくようお願いしてまい
ります。
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